


○目指す姿
本計画では、「尾道市総合計画」の都市像である「元気あふれ 人がつながり 安心して暮らせる ～誇れるまち「尾道」～」の実現を目指して、職員が共通認識を持ち、

「デジタル技術を効果的に最大限活用することによって、人々の生活をより良い方向へ変化させ、新しい価値を生み出していく」ＤＸを、地域とともに推進する。

職員が持つべき共通認識

●利用者目線 ●人にやさしいデジタル化 ●組織全体での取組

●デジタルファースト（一連の業務を一貫してデジタルで完結させる。）

●ＥＢＰＭ（エビデンス（合理的根拠）に基づき、より実効性の高い

政策を立案する。）

○計画の基本方針

デジタル技術やデータの活用によるＤＸ推進

の取組と、デジタルを活用して様々な地域課題を

解決し、将来にわたって持続可能なまちづくりを

進めるスマートシティの取組により、市民が暮らし

やすく、産業、地域が活性化し、人と地域がつな

がることを目指して、4つの基本方針を定める。

１）市民サービスの利便性向上

２）地域課題の解決

３）ＤＸ推進基盤の整備

４）行政運営の効率化・デジタル化、

スマート市役所の実現

○推進体制

第２章 目指す姿と取組の基本方針



 
 

第３章 アクションプラン 

○具体施策 
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